


















































































































he and I distingnish
：）に変わって
いることを除けば、ノートブックと前掲引用 の間にほとんど差異はない。最も大切なことは、「高らかに歌うことと物そのものに歌をひそませ 」主体がノートブックではパウンド一人であったものが、詩ではパウンドとマクシマスの二人になっている である。しかもパウンドという強烈な固有名詞は消され、一般的な人称代名詞「あいつ」（
he
）に平準化されている。こうして、夢では「師」であった






"Or he and I distinguish/between chanting,/and























る「あいつ」に対して、極めて大らかに花ならぬ「花」キセニア植えてやっているように見えるのだ。パウンドとオルソンの師弟関係逆転劇は、ノートブック段階で既に済み、詩テクストにおいてはその痕跡すら留め ない である。見事な跳躍ではないか！ノートブックで 弟子であったオルソンが、詩テクスト 盟友に対する師マクシマスに変じているのだから。花ならぬ 花」キセニアは、マクシマスの詩法を「あ つ」に受け継 せる媒体なの ある。つまり、夢─
二はマクシマスを定立しようとする詩作の現在に

























　ただ不思議なのは、パクストン体験を語る部分（二九─四三行）と前掲引用との間に、詩作の現時点を示す記述が割り込んでいることである。「今頃やっと分かった。セヴァーン河だったのだ。／ウースターからグロスターを通って／ブリ ーとスミス 呼んだ町に流れ込む河は。」（四四─四六行）がそれだ。生まれ故郷ウースターと第二の故郷グロスターの名の元にな イギリスの二つの町を結ぶ河を調べているオルソンがここに顔を出している。だが、いかにも唐突なこの三行によって、パクストン体験 一度断ち切られると共に、大人になったオルソンが現在 時点から少年時の体験 振り返ることができる も事実 少年オルソンの世界には、「セヴァーン河」など存在しない。彼にとってマサチューセッツ州のウースタトとグロスターが全て のだ。だから セヴァー 河」に関する記述は、少年オルソンの世界の狭さを示す符牒となる。 はいえ、大人になったオルソンとて「セヴァーン 」の名を「今頃やっと分かった」と言うのだから 拘っている はや りマサチュ セッツ州ウースターとグロスターなのだ。一旦断ち切ったパクストン体験に、詩は是非とも立ち返らなければならない。夢が生まれるのは、記憶と現在との間だからである。　約束の地へ旅する夢をも 一度ふり返っ みよう。すると、全く同じに見えた「約束 地 「あ 風景」 が微妙に違うこと 気づく。という は、「約束の地」はウースター
郊外パクストンで休日
を楽しむ男女が向かって行 た場所であるのに対して、 あの風景」は「グロスターとボストンとの間に／ 現われる されて るからだ。ウースターは、ボストンから西へ三七マイル離れ、グロス　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
（５）
　


























ケイトをもオルソンから遠ざけようとすること、タイプライターの音がする部屋こそ妻の部屋だと考えて行ってみるが、そうではないこと、ギャングが隣の家に入って行くことなど とは違った記述がなさ はいる。しかし、ケーキを思わせるアパートに移り住んだ妻の性が、「おれ」に対しては閉ざされ 他の男に対して開かれている点は、ノートブックでも詩テクストでも同じである。もっともノートブックでは「ボヘミア風」という語 「陽気な」という語によって、性的奔放が暗示され の 詩テクストの方はより直截 「妻のアソコに／弾丸をぶち込んだ奴だ」 している点に違いはあるのだが。　だが、ノートブック 詩テクストと 決定的なちがいは、ストに記憶が入り込むことだ。「チャールズ通り」は、オルソンが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（７）
（８）
ハーヴァード時代の最後を過ごした建物のあ 通りの名であり、当　　 　　　　　時の性的エピソード 結びつく。また シュウォーツの義母」は翌一九三九年冬、共にアニスクアム河を舟で下り、「犬岩」に衝突す　　　 　　 　　　 　　　　
（９）
　




ない。訳注 示したとお 、「アパートの住人」 妻コニー と
「マコーマーの手合い」なのだから、妻側の連中にちがいないし、妻
と「山高帽を被った男」の情事は既に済んで 。仮に妻の情事の
相手が「シュウォーツ」だったとしても、その「義母」と「大はしゃぎで寝た」ところで、妻の性が「おれ」に対して閉じられていることに変わりはないからだ。「ずいぶん高い所」 つい いる「オーヴンの扉」のような小さい「ドア」は、「おれ」を入れまいとする妻の心を余す所なく示しては ないだろうか。ならぼ、ノートブックと詩テクストとの決定的 ちが は 拒絶の徹底度 あると言うべきかもしれない。　とはいえ、「おれ」にとって悲惨なはずの詩テクストの夢は、それほど深刻には見えない。「ケーキ」のよう 「アパート」、「お菓子の家」、「オーヴンの扉」のように小さい「ドア」といったお伽話の道具立ては深刻さと相容れ し、「おれ の反応も軽 。妻の性が「おれ」以外の人物に対して開かれ、「おれ」に対しては閉ざされて























A damned unpleasant dream
）と記したのか判然としない。











海に注ぐ付近の描写である、とわれわれは思う。だが、事はそう単純ではない。おもちゃの「モノレールに／列車を走らせる」のは夜の室内であって、決してアニスクアム河河口付近ではないからだ。つまり、「流出し、流入する河 姿」 「虜」 なるマクシマスは現実のアニスクアム河を見てい の はなく、幻視しているのだ。そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、、、






















































George F.Butterick,A Guide to the Maximus Pomes of Charles Olson
（Berkeley:University of California Press,1978）
一二五頁に
"Pound dist.
between chant&letting the song lie in the thing itself――&Iplanting zenias
etc.for him in the wet soil（indoors!）of his house."
とある。
（3）



















Dreamt Con had left me,&was living in an apt house which was both
Bohemia&a gingerbread house―the rooms on different levels,&the senseof the life lived in the ouse,like little people might in a cake
I came with Kate to look her up,sort of he morning she moved in.And
『マクシマス詩篇』「トゥイスト」について（下）夢の記述
There was a heavy woman,asort of nurse or companion to her...who tiedto prevent me from seeing her.［With］Kate sort of hidde  behind her,I gotsore,&was ready to sock this woman,when she told me w at room C nwas in―48―50,I think was the room（It was going around lo king for it thatI had this se se of the plac  as gay,&candy.At first I thot the typewriter Icld hear w s Con.But it wasn' .The dream cut ff whe I got o e room.
Approaching the apt,I noticed a house next door which I quickly thought









Sherman Paul,olson's push:origin,black mountain,and rece t american
poetry（Baton Rouge:Louisiana state University Press,1978）,
一五八頁。
（9）












George F.Butterick,A Guide to the Maximus Poems of Charles Olson,
一
三〇頁。"Outside,in the street,it was early morning...（rest is gone）A damnedunpleasant dream―myself, weak throughout―strong feeling of mother（something,in that village―house,Gloucester?―of my father?the housesof the villag  were strong（like tha  cardboard village I had as kid）.. "
（12）
Melvin T. Copeland and Elliott Rogers,Th  saga of Cape Ann





George F. Butterick,A Guide to the Mazimus Poems of Charles
1
Olson,
二一二頁。
7
八七
